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PFAS の概要について

環境省ホームページ「有機フッ素化合物（PFAS）について」より
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・PFOS は平成21年（2009年） に、PFOA は令和元年（2019 年）に廃絶等の
対象とすることが決定

POPs条約とは、 環境中での残留性、生物蓄積性、人や生物への毒性が高く、長距離
移動性が懸念されるポリ塩化ビフェニル（PCB）、DDT等の残留性有機汚染物質
（POPs：Persistent Organic Pollutants）の、製造及び使用の廃絶・制限、排出の
削減、これらの物質を含む廃棄物等の適正処理等を規定している条約

市中に残存するPFOS 、PFOA を含有する製品（泡消火薬剤等）の使用は認められて
いるが、国が定めた基準（保管方法、移替え等の作業方法、保管数量等の帳簿作成義
務、漏出処理等〕を遵守する必要あり

・PFOS  ‥平成22年（2010 年）に一部の用途を除き製造・輸入等を禁止
平成30年（2018 年）に全ての用途で製造・輸入等を原則禁止

・PFOA ‥令和３年（2021 年）に製造・輸入等を原則禁止

PFOS 、PFOA への対応について

残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約（POPs 条約）

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律（化審法）
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毒性評価が定まらないことや、浄水中の存在量が不明
等の理由から水質基準項目等に分類できない項目
情報・知見を収集

「水質基準に関する省令」で規定
水道事業者等に遵守義務・検査義務

水道及び環境への対応について

水質基準
51項目

健康関連31項目＋生活上支障関連20項目

水質管理目標設定項目
27項目

健康関連14項目＋生活上支障関連13項目

要検討項目
46項目

環境基準
公共用水域 健康項目 27項目

生活環境項目(河川) 8項目
地下水 28項目

要監視項目
公共用水域 27項目

地下水 25項目
水生生物 ６項目

要調査項目
健康 136項目

水生生物 105項目
両方 34項目

水質保全行政の目標として公共用水域、地下水の水質等
について達成し、維持することが望ましい基準

水環境リスクは比較的大きくない、又は不明であるが、
環境中での検出状況等の観点からみて、水環境リスクに
関する知見の集積が必要な項目

環境基本法に基づき、人の健康の保護や生活環境の
保全する上で維持されることが望ましい基準など

水道法に基づき、水道により供給される水が適合しなけ
ればならない基準など

水道 環境

水質管理目標設定項目
27項目

健康関連14項目＋生活上支障関連13項目

要監視項目
公共用水域 27項目

地下水 25項目
水生生物 ６項目

水道水中での検出の可能性があるなど、水質管理上留
意すべき項目

公共用水域等における検出状況等からみて、直ちに環境
基準とはせず、引き続き知見の集積に努めるべき項目
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水質管理目標設定項目
27項目

健康関連14項目＋生活上支障関連13項目

要監視項目
公共用水域 27項目

地下水 25項目
水生生物 ６項目

PFOS､PFOA

50ng/L
（令和２年）

50ng(ナノグラム) = 0.00000005 g（1ng = 1 グラムの 10 億分の 1）

暫
定
目
標
値

暫
定
指
針
値



PFOS 、PFOA に関するリーフレット

７３



県内におけるPFOS 、PFOA調査結果

【令和５年度PFAS存在状況調査】

県及び宮崎市が調査実施
合計１５８地点

・河川 ９５地点
・地下水６３地点
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河川調査においては



県内におけるPFOS 、PFOA調査結果
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地下水調査において

三財川



県内におけるPFOS 、PFOA調査結果

●西都市大字岡富の地下水で有機フッ素化合物（PFAS）の指針値超過が判明。

●暫定指針値超過が疑われる地点及び当該地点の周辺4地点（４方向）におい
て調査を実施したところ、全地点で超過が判明。

●当該地点の半径500m 程度まで範囲を拡げ、８方向８地点で周辺調査を実
施したところ、５地点（西都市４地点、新富町１地点）で超過が判明。

●当該地点のおおよそ半径１～２ｋm の範囲まで拡げ、１６地点で周辺調査
を実施したところ、西都市４地点で超過が判明。

これまでに当該指針値超過事案に関連して測定した２９地点のうち、指針値
を超過したのは、全て一ツ瀬川と三財川に挟まれた区域であった。

●地下水の流れ方向などを考慮し、周辺の６地点で地下水調査を実施した。こ
れにより指針値超過範囲を概ね特定。

当該範囲の中で、比較的高い濃度が検出された地点周辺では現地確認調査も
実施したが、原因特定には至らなかった。

◎今後は、当該範囲において定期的に地下水調査を継続し、水質を監視する。

県庁ホームページ「有機フッ素化合物（PFAS）存在状況緊急調査事業の地下水指針値超過事案に係る周辺調査結果について」より抜粋
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管内におけるPFOS 、PFOA調査結果

令和５年度
河川調査地点

【日向市】
塩見川 1 箇所（59塩見橋）
耳川 3 箇所（60坪谷川合流後、61美々津橋、86中野原工業用水取水口）
石並川 1 箇所（65石並橋）
亀崎川 1 箇所（68亀崎橋）
小丸川 1 箇所（88新渡川）

【門川町】
五十鈴川 1 箇所（58五十鈴橋）
鳴子川 1 箇所（67鳴子橋）

管内７河川、計９地点で検査実施
→いずれの地点でも暫定指針値
（50ng/L）超過はなし

R6年度以降も検査予定 ７７



管内におけるPFOS 、PFOA調査結果

令和５年度
地下水調査地点

管内計10地点で検査実施
→いずれの地点でも暫定指針値
（50ng/L）超過はなし

令和６年度以降も地点を変えなが
ら検査予定

【日向市】 4 箇所（15、16、17、18）
【門川町】 3 箇所（9、13、14）
【諸塚村】 1 箇所（8）
【椎葉村】 1 箇所（11）
【美郷町】 1 箇所（12）
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